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市政だより

おヵヽタ

市民総参加の

　　　岡　崎
ヰ

　　'嘱
11　月　の

日　教育文化週間(,～f日）

　　おかぎき魚安売デー

日　文化の日

日　岡崎まつり

　　おかぎき青果物安売デー

日　岡崎まつり

日　立冬

-

－

10日

15日

23日

26日

29日

30日

よ　み

　ま

’営、
おかざき鶏肉安売デー

七五二

勁労感謝のロ

伏の令川火災予防迦動

おかぎﾄき枡肉安売デー

国民健康保険料･国民年命

保険料（mm)の納m限

市政だよりの早期配布にご協力ください

つ

W

り

し̂。
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古
い
歴
史
を
持
つ
岡
崎
に
は
、
い
く
つ
か
の
由
緒
あ
る
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
が
、
し

か
し
こ
れ
ら
の
ま
つ
り
に
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
参
加
で
き
る
も
の
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
も
っ
と
大
勢
の
市
民
が
参
加
し
て
、
お
互
い
の
ふ
れ
あ
い
の
意
識
と
か
、
友
情
、
連

帯
感
、
郷
土
愛
を
培
っ
て
い
く
よ
う
な
ま
つ
り
の
創
設
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
今
年
の
市
民
の
行
動
テ
ー
マ
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
「
岡
崎
ま
つ
り
」
の
創
設
も

　
　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
十
一
月
四
日
・
五
日
を
中
心
に
開
催
さ

　
　
　
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
住
み
よ
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
連
帯
か
ら
生
ま
れ
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
二
十
五
万
市
民
が
、
生
活
の
中
で
楽
し
ん
で
い
け
る
魅
力
あ
る
岡
崎
ま

（
歩いて楽し4う

回付

つ
り
を
み
ん
な
で
盛
り
あ
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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ま
つ
り
の
メ
イ
ン
は

十
一
月
四
日
・
五
日

　
岡
崎
ま
つ
り
は
、
巾
民
の
み
な
さ

ん
の
于
づ
く
り
に
よ
る
も
の
で
、
こ

の
ま
つ
り
を
と
お
し
て
、
巾
民
が
お

仔
い
の
親
し
み
と
つ
な
が
り
を
深
め

る
Ａ

)
　
A
I
-
*
'
≪
'
>
に
、
丈
化
、
産
ｔ
、
観
光

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
而
で
岡
崎
の
一
層

の
発
艇
を
め
ぎ
し
て
、
今
年
初
め
て

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
ま
つ
り
の
実
行
に
つ
い

て
は
、
多
く
力
巾
民
力
み
な
さ
ん
の

愚
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

巾
民
の
代
表
に
よ
っ
て
隅
成
さ
れ
た

岡
崎
ま
つ
り
実
行
翁
口
分
に
よ
っ
て
、

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
崎
ま
つ
り
の
タ
イ
ト
ル
は
「
お

い
で
ん
み
ん
な
で
　
歩
い
て
楽
し
も

う
」
で
す
。
こ
れ
は
、
晴
れ
た
伏
空

の
も
と
、
歩
行
片
人
川
、
乙
川
の
河

原
、
岡
崎
公
園
に
、
み
ん
な
か
φ
き

な
か
ら
気
軽
に
ま
つ
り
に
参
加
し
、

伏
力
一
‐
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
趣
旨
で
、
そ
の
た
め
の

行
･
｡
i
.
■
>
-
た
く
さ
ん
ｒ
定
さ
れ
て
い
ま

す　
よ
つ
り
の
メ
イ
ン
は
十
一
月
四
日

　
（
土
）
・
五
日
（
日
）
で
ダ
ド
に
伝
馬

通
り
の
歩
行
者
天
国
と
、
殿
橋
の
上
、

下
流
の
乙
川
河
川
敷
、
そ
れ
に
岡
崎

公
園
な
ど
て
行
わ
れ
ま
す
。

み
ん
な
が
楽
し
め
る

行
事
を
た
く
さ
ん
用
意

　
歩
行
片
人
国
で
は
、
。
に
旺
万
有
大
鼓
、

み
こ
し
の
わ
り
こ
み
、
。
１
１
几
に
り
町
お
ど

り
今
は
し
め
、
ブ
ラ
人
バ
ン
ド
、
吹

奏
楽
団
、
鼓
笛
隊
の
バ
レ
ー
ド
、
斤

万
有
ひ
城
列
、
収
海
道
。
１
１
ａ
卜
三
次
岡

崎
宿
本
陣
・
宿
場
の
設
営
が
さ
れ
る

ほ
か
さ
ら
に
、
仮
設
跨
台
を
設
繊
し
、

郷
Ｌ
-
　
*
t
能
な
ど
が
盛
人
に
行
わ
れ
ま

　
乙
川
河
川
敷
で
は
、
お
か
ぎ
き
っ

ｆ
屁
を
は
し
め
、
有
ま
つ
り
、
緑
化

ま
つ
り
、
農
業
ま
つ
り
な
ど
の
協
賛

付
-
｡
>
>
･
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
乙
川
で

は
Ｅ
几
万
石
の
ｍ
‐
に
も
ど
っ
て
の
、
情

祐
豊
か
な
舟
く
だ
り
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
日
に
ち
あ
で
や
か
な

菊
ま
つ
り
は
岡
崎
公
園
内
で
、
ま
た
、

新
築
さ
れ
た
消
防
庁
舎
で
は
、
防
災

朕
や
消
防
小
艇
示
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
通
行
手
形
を
発
行
し
、
各
会
場
を

ま
わ
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
抑
さ
れ
た
か

た
に
、
記
念
品
を
お
渡
し
し
た
り
、

各
所
に
茶
店
を
設
け
て
お
茶
の
無
料

接
待
を
す
る
な
ど
、
特
に
お
年
寄
り

の
か
た
に
も
気
軽
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
配
噫
も
し
て
お
り
ま

す　
従
来
か
ら
あ
る
『
。
さ
く
ら
ま
つ
り
』

　
「
ぼ
へ
ま
つ
り
Ｉ
「
五
万
石
ふ
じ
ま
つ

り
“
「
さ
つ
き
ま
つ
り
」
な
ど
や
、

地
域
の
伝
統
的
な
ま
つ
り
と
は
、
一

味
違
っ
た
内
容
の
、
市
民
総
参
加
の

岡
崎
ま
つ
り
に
、
一
人
で
も
多
く
の

巾
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
さ
そ
い
八
‥
わ
せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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第１会場ぼ轟%ふムフ晶1）
　　　　　　　し:

消防本部プラスバンド

　　　　　　　　ば

五万石登城列

11 月-I日r-後１叶20分～

　　　　　２叶30分

歩行者大ぷ内を収～叫へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 Ill)4ﾛ十汝1 吋山刀～

歩行者天国　　レヅョ内ここに

ぷﾄﾞｽﾞに言ｸﾞ゛付批示,･.こ）･･‘.･;y

11月５日　午前yo時～午後7 ii.'j　　　　　　　　１が１
’　雲鸚す回寸

束海遺五|三次岡岫僧率陣・砂い）設沢　　　　　　・　．

１゛・，ｉ｀　　ｎ巾口午後iii,汐所づ湊J=

lil民芸能大会''郷土芸能おと川、のど自殴折兌八公、　　
１　　　　　

．。．て　氷行者天国内な心～朗ヘ

ヤ　マ　ハ　等　

ボ

吹奏楽団行進

n月5日午後i時30分

　　　　　～Q時20分

歩行者天国内を東～西へ

　　　　　　　　ば

子どもみこし列

11)1 r.ﾄ＼午陵-l時~1 il-'j

歩行者人旧内を火丿>^へ

五万石おとり

遠

大　　行　　進

11 )j 5ロ午後3峙～O持

参行片天川内を敗～西へ

　　　　　　　　　圃

み　こ　し　列

1い-35口午･険5 I心～7 鴫

歩行者天国内を束～i川へ

五　万　石　太　鼓

!＼月4日午後l時4}叶

11恥日午前10時～午後7吽

太陽糾遠■中央縁遠

仮設舞台

茶　店　の　設　置

　11 H 4 1.1午険1叫^)時

　ll月5日午前U)時－

　　　　　　　　T･後I 時

か卜者川｣4内、乙I|l河|||敷

切手帳発売及び

郵便事業P R展

1□卜1日■ 5 H

叫　h･者　大田内

通行手形による

記念品の引渡し

lin 1日午破目卜-^埓

11恥日午卵l聯～午破r> 吋

市　　　段　　　囲
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岡崎まつりに伴い、バスの路

線と時間が一部変更

変史路線→1･4のとおり

変史日峙→lU川日|ご後1時～

r-後-峙、l川5日午|卵)時～

＼'iUi時≪v:Iにちりを史う･K‥11

凡　　　例

９ 駐車場(無料)

暉1 駐車場(有料)

臨時バス路線
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岡崎まつりの行事

市政だより　お　か　ざ　き

軌七万籐je(二⊇
酒　ま　つ　り

11月５日

暮らしの中の電気展

n月4日・５日

乙川河川敷左岸

西三河の観光と物産展

II月１日■o日

名鉄サンリバー2F催巾場

各種スポーツ

レクリエーション大会

11月1 日～30日
市　　内　　各　所

第17回ガス展

11月２日～7日

松坂屋・レォ５階催事場

もみじまつり

11月１日～23日

東　　　公　　　園

第　９　回

錦鯉愛好会品評会即売会

11月２日・３日

六　名　　公　園

岡崎中央大ショツ

ピングフェアー
11月３日

買物広場（シビコ西）

岡崎商業感謝セール

11月3日～1日

市　内　　全　域

で惣社
卵　　筆　　展

n月29 日-12月3 卜
mm

岡崎のハーモニー
n月23 Pi

市民会館

三遊亭円楽

独　　演　　会

tl月24口m崎勤労会館

岡崎吹奏楽団

定期演奏会

Iけ126日
巾尺会館

邦　　　　　　楽

]1月26日岡崎公園内mm

短　歌　大　会

n月19日

岡崎公同内mm

市民俳句大会

12月10 日'.:iH i'l川:丿変史:

riT民会館

川　柳　大　会

12 n 3 a

岡崎公園内mm

芸能・音楽

茶　華　道
表　　　　　展

io月2i日～22日

美術館

椿会同人作品展

10月27日,29日

みどりや画廊

鹿の子はり絵と

駒子創作紙人形展

10月27日-u月1 Fi

シビコ催事場

岡崎美術展

10月3iH～ll月５日

美術館

岡崎日本画教室展

11月７日～19日

彩雲章画廊

蓬　　門　　展

u月８日～12日美術館

南　　画　　展

11月9日～12日

美術館

和画展・自選画展

11月15日～19日

美術館

游　目　書　展

11月22日～25日

美術館

北杜会（洋画）展

Ｈ月22日～26日

美術館

素謡・仕舞･ |雑子

10f]22H

腿念寺

三曲演奏会

10月29日

岡崎i}労会＼i

能・素謡・仕舞

10/)29日

随念寺

岡崎合唱祭

10)-]29日

岡崎教区会館

詩吟合同発表会

!0川2;)I｣

岡町公聞内災閥

ヤマハ音楽教室

成果発表会

11月3 D
市民会卵

筝曲発表会

iリji2H
岡m勤労会卵

天野潔バレエ団

定期発表公演

iin】2日

市民会鮎

日本舞踊秋のぉどり

ll削9日

市尺会館

謡曲・仕舞・独吟他

ｎ月19日宝柵寺

市　民　茶　会

11月3 B岡崎公園内巽閣

煎　　茶　　会

ll月5日岡m公園内巽m

フラワーデザイン展

]1月I7日~19日
みどI)や画廊

天　　生　　流

い　け　ばな展

12月２日～３日
美術館

ゆきアートフラワー

デザインショー

12月２日～3日
美術館

いけばな展

12月９日~10日
美術館

写　　　真

映画・演劇
ふるさとのまつり

写　　真　　展

11月３日- 8日
ｙビコ催事場

集団岡崎写真展

Ｈ月9 日～12口
美術館

全　日　写　連

竜城支部写真展

11月29a ~12月3 日
美術館

市民　８　ミ　リ

コンテスト入貢作品

公開映写会

n川2日市民会館

映画｢アフリカの鳥」

｢羅　生　門｣他

12J｣3 日

lli民会館■甲山会館

劇　　　　　　団

風の子公演｢２十3｣

11M3日城北会館

演　劇　公　演

　｢ああコロペツト｣

12月10日岡崎勤労会館

そ　の　他

細川流盆石展

11月i£日~i3日

みどI)や画廊

市民囲碁大会

10月22日
西別院

四尾地金優秀魚

指定審査会

10月29日

岡崎公園

美術・書道 文　　　化

流霞会書展

10月19日～22日
美術館

甲　乙　会　展

10月19日～24日
ラ・ポーラ画廊

愛知民謡作家

岡　崎　大　会
n月3 □

欠作巾民ｾﾝﾀｰ

文化講演会

講師久曽神拝氏川tn中央支店
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９月定例市議会

　
九
月
徽
会
は
、
十
九
日
開
会
し
、
会
期
を
二
十
九
日
ま

で
の
十
一
日
間
と
決
定
。
十
名
の
議
員
の
一
般
質
問
者
に

よ
り
、
市
政
各
般
に
対
す
る
活
発
な
質
問
、
応
答
が
行
わ

れ
た
後
、
市
長
提
出
三
十
四
件
と
議
員
提
出
七
件
の
議
案

を
慎
重
審
査
の
う
え
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
市
予
算
の
認
定
三
件
は
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
十
七
名
の
委
員
の
選
任
を

行
い
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

・
政
府
並
び
に
県
当
局
に
対
し
、
意

見
書
の
提
出
を
可
決

　
市
議
会
は
、
地
方
自
治
法
第
九
十

九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

議
長
よ
り
政
府
並
び
に
県
当
局
に
対

し
送
付
し
ま
し
た
。

一
、
旅
館
業
法
及
び
風
俗
営
業
等
取

　
締
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書

一
、
中
小
企
業
省
の
設
祓
に
関
す
る

　
意
見
沓

一
、
交
通
公
害
か
ら
国
道
一
号
沿
線

　
住
民
の
生
活
権
を
守
る
対
策
の
推

　
遂
に
関
す
る
意
見
書

　
　
、
老
齢
者
医
療
保
障
制
度
の
抜
本

　
改
革
に
関
す
る
意
見
轡

一
、
一
般
消
費
悦
の
導
人
に
関
す
る

　
意
見
書

ぺ
農
地
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る

　
意
見
μ

一
、
「
は
し
か
‘
予
防
接
種
の
保
護

　
軒
負
担
解
消
に
つ
い
て
の
意
見
書

巻
請
願
、
陳
情
の
審
査
結
果

【
採
択
一

　
▼
山
中
小
学
校
校
舎
川
改
築
　
▼

井
田
小
学
校
校
舎
増
築
　
▼
福
岡
小

学
校
講
堂
拡
張
　
▼
奥
殿
学
区
上
水

道
給
水
区
域
編
入
　
▼
農
地
の
固
定

資
産
税
四
件
（
こ
の
う
ち
農
地
問
題

に
つ
い
て
は
、
一
般
農
地
の
水
川
利

用
町
編
対
策
を
考
慮
し
、
現
行
税
額

に
据
え
置
く
こ
と
、
市
街
化
区
域
農

地
の
宅
地
な
み
課
税
を
廃
止
し
、
農

地
課
税
と
す
る
。
市
議
会
で
は
、
本

趣
旨
に
賛
同
の
う
え
、
国
に
対
し
意

見
書
を
提
出
す
る
な
ど
三
項
目
を
盛

り
込
ん
で
い
る
）
▼
教
育
施
設
の
充

実
等
　
▼
青
木
町
内
バ
ス
停
新
設

▼
山
中
保
育
園
増
改
築
　
▼
岡
崎
市

に
県
立
普
通
科
高
校
誘
致
　
▼
真
福

寺
・
奥
殿
線
藤
倉
地
内
市
道
拡
幅

▼
本
宿
小
学
枚
体
育
館
建
設

　
以
上
十
四
件
の
訥
願
、
陳
情
は
、

談
長
よ
り
市
長
あ
て
に
首
処
方
を
要

望
し
、
提
出
代
表
者
に
審
査
結
果
を

通
知
し
ま
し
た
。

胚
認
。
駝
ご
難
ｔ
い
｀
　

一
ｉ
Ｓ
一
。
。
一
｛

‘
゛｛

　
校
‥

　
　
　
　

㈱
岡
崎
市
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成

条
例
の
制
定

　
ほ
子
家
庭
等
の
福
祉
の
川
進
を
図

る
た
め
、
十
一
月
一
日
か
ら
医
療
費

の
助
成
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
（
巾

請
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
十
五

ペ
ー
ジ
に
掲
幟
し
て
あ
り
ま
す
）

・
岡
崎
市
老
人
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
改
正

　
老
人
の
医
療
費
助
成
の
う
ち
、
六

十
八
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
老
人
を

対
象
と
す
る
老
人
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
十
月
一
日
か
ら
助
成
対
象

者
の
要
件
で
あ
る
所
得
制
限
額
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。

喬
岡
崎
市
精
神
薄
弱
者
援
産
施
設
条

例
の
一
部
改
正

　
岡
崎
技
能
訓
練
所
が
岩
津
町
字
西

坂
一
二
一
番
地
一
　
（
岡
崎
市
若
葉
学

園
内
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

肴
岡
崎
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正　
十
一
月
一
日
か
ら
岡
崎
公
圃
の
排

球
場
が
眺
止
さ
れ
て
、
庭
球
専
用
施

設
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
公
園
の
巡

動
場
と
庭
球
場
の
利
用
単
位
が
二
時

間
単
位
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
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九
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
補
正

予
算
は
、
一
般
会
計
十
億
三
千
八
百

九
十
二
万
一
千
円
、
企
業
会
計
一
千

五
百
七
十
万
七
千
円
の
追
加
と
、
特

別
会
計
百
四
十
九
万
九
千
円
の
減
額

で
、
こ
れ
に
よ
り
本
年
度
予
算
総
額

は
六
百
十
億
七
千
六
百
六
十
六
万
円

議会傍聴のみなさん

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正

予
算
の
主
な
も

の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
【
一
般
会
計
】

㈱
総
務
費
　
十

月
十
九
日
か
ら

二
十
四
日
ま
で
、

松
坂
屋
レ
オ
催

事
場
で
消
費
生

活
展
と
同
時
開

　
　
　
　
・
　
一
　
一

催
す
る
米
ま
つ

り
展
、
お
よ
び

十
一
月
四
日
・

五
日
に
新
消
防

庁
舎
で
開
催
す
る
防
災
展
に
要
す
る

経
費
、
寄
付
金
一
昭
円
を
充
当
し
て
、

屯
美
丘
地
区
に
舞
台
付
多
目
的
ホ
ー

ル
と
し
て
の
集
会
施
設
建
設
費
な
ど

二
億
一
千
余
万
円
。

誉
民
生
費
　
六
ト
八
・
六
ト
几
歳
の

老
人
医
療
費
無
料
化
の
所
得
制
限
を

ト
日
・
一
日
か
ら
緩
和
し
、
ほ
子
家
庭

医
療
費
の
無
料
化
も
、
十
。
月
一
日

か
ら
実
施
す
る
た
め
の
所
要
経
費
の

ほ
か
、
五
ト
四
年
度
に
建
設
す
る
身

障
会
館
精
薄
授
産
施
設
の
建
設
に
伴

う
調
介
設
計
費
、
寄
付
金
に
よ
る
福

祉
関
係
備
品
購
人
費
な
ど
、
一
昭
一

ｒ
二
町
余
万
円
。

・
衛
生
費
　
病
院
い
…
μ
業
会
計
に
対
す

る
救
急
。
。
次
医
雄
施
設
迦
営
賞
負
担

企
の
ほ
か
、
岡
崎
墓
園
に
八
型
墓
地

肖
三
ト
六
区
画
の
整
備
工
事
費
な
ど

二
千
八
百
余
万
円
。

・
農
林
業
費
　
農
£
関
係
費
と
し
て
、

水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
費
補
助
金
、

大
豆
生
産
向
上
集
落
育
成
事
業
補
助

｜

金
、
転
作
促
進
対
策
事
業
費
補
助
金

の
ほ
か
、
農
業
盾
造
改
何
事
業
と
し

て
、
束
部
農
協
の
大
規
模
乾
燥
調
整

貯
蔵
施
設
設
置
費
、
六
ツ
笑
農
協
の

も
み
が
ら
処
理
加
工
施
設
設
Ｍ
賞
袖

助
金
、
ま
た
、
林
業
関
係
費
と
し
て

矢
作
川
水
源
駄
公
に
よ
る
水
源
造
成

対
策
事
業
費
補
助
金
、
林
道
災
害
復

1
1
1
…
費
補
助
金
な
ど
二
千
九
百
余
万
円
。

・
商
工
費
　
商
工
団
体
の
設
置
す
る

共
同
施
設
設
置
費
補
助
金
の
ほ
か
、

十
一
月
四
日
、
五
日
の
両
日
に
開
催

す
る
岡
崎
ま
つ
り
実
施
委
託
料
（
寄

付
金
一
千
万
円
充
当
）
な
ど
二
千
九

Ｇ
余
万
円
。

蚕
土
木
費
　
緊
急
交
通
安
令
対
策
と

し
て
、
防
駿
捌
設
’
直
（
寄
付
金
）
、
通

学
路
舗
装
費
、
道
路
側
溝
、
路
肩
修

繕
、
道
路
新
設
改
良
費
、
道
路
舗
装

費
、
河
川
新
設
改
良
費
、
お
よ
び
岡

崎
公
園
駐
車
場
、
堤
下
公
園
、
乙
川

河
川
敷
整
備
事
業
費
の
ほ
か
、
国
庫

補
助
事
業
の
追
加
に
よ
る
都
市
下
水

路
幣
備
賢
な
ど
主
な
も
の
と
し
て
二

回
九
ｒ
百
余
万
円
。

肴
消
防
費
　
寄
付
金
に
よ
る
緑
丘
、

若
松
土
地
区
両
幣
理
区
域
内
に
、
防

火
水
そ
う
六
基
の
設
就
に
要
す
る
経

賞
一
ｔ
ト
･
l
―
万
円
。

蕎
教
育
費
　
国
庫
補
助
金
の
確
定
に

よ
る
小
中
学
校
教
育
振
興
川
備
品
購

人
費
、
甲
山
中
学
校
技
術
家
庭
科
教

室
整
備
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
十
周
年
記
念

事
業
費
、
源
氏
ボ
タ
ル
の
保
護
育
成

の
た
め
、
河
八
‥
中
学
校
に
カ
ワ
ニ
ナ

養
殖
場
設
置
費
、
ま
た
、
文
化
財
保

護
の
た
め
、
大
樹
寺
障
壁
画
保
存
修

理
費
、
お
よ
び
指
定
文
化
財
整
備
費

補
助
金
、
六
ッ
美
市
民
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
川
設
工
事
費
、
現
在
建
設
中

の
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
太
陽
の
城
）

の
美
術
装
飾
費
（
壁
画
、
書
、
彫
刻
）
、

矢
作
川
左
岸
の
大
聖
寺
河
原
に
、
運

動
広
場
造
成
費
、
束
公
園
内
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
整
備
費
な
ど

一
億
八
百
余
万
円
。

旬
そ
の
他
　
土
地
購
入
費
と
し
て
、

保
育
園
、
学
校
、
公
園
な
ど
公
共
用

地
の
先
行
取
得
用
地
の
償
還
金
な
ど

四
憶
六
千
六
百
余
万
円
。

　
以
上
の
歳
出
に
対
す
る
補
正
財
源

と
し
て
市
税
、
国
県
支
出
企
、
寄
付

金
、
巾
債
、
そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ

て
ま
か
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
【
特
別
会
計
】

　
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
↓
八
帖
下

水
終
末
処
理
場
整
備
計
画
を
拡
大
、

五
十
三
、
五
十
四
年
度
の
継
続
事
業

と
し
て
実
地
し
、
総
額
七
億
九
千
三
百

万
円
の
う
ち
、
今
年
度
分
一
憶
六
’
ド
七

百
五
十
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

国
民
健
康
傑
険
事
業
会
計
で
は
、
老

人
医
療
所
得
制
限
緩
和
、
母
子
家
庭

医
療
無
料
化
の
実
施
に
伴
う
経
賞
二

１
三
町
余
万
円
、
農
業
共
済
事
業
会

計
で
は
、
ａ
作
物
等
共
済
無
事
も
ど

し
金
な
ど
一
千
七
百
余
万
円
、
病
院

事
業
会
計
で
は
、
患
者
数
等
の
増
加

に
伴
う
経
費
一
千
五
百
余
万
円
を
、

そ
れ
ぞ
れ
補
正
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
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市民の行動テーマ

資源の再利用を考え、

　ゴミを減らす運動に

　　参加しよう。

日割表

　
清
潔
で
明
る
く
住
み
よ
い
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
秋
の
大
掃
除
を
し
ま

し
ょ
う
。
大
掃
除
は
、
次
の
日
割
表

に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

回
　
建
物
の
内
外
、
特
に
日
ご
ろ
手
　
回
　
有
価
物
（
紙
類
、
金
も
の
類
、

　
の
届
か
な
い
場
所
も
よ
く
掃
除
を
　
　
　
空
き
ビ
ン
類
、
古
繊
維
類
）
は
、

　
し
ま
し
ょ
う
。

回
　
室
内
の
通
気
を
じ
ゅ
う
ぷ
ん
に

　
し
て
、
畳
、
敷
物
頬
を
日
光
に
あ

　
て
、
床
下
の
は
こ
り
も
払
っ
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。

回
　
台
所
、
ふ
ろ
場
等
の
排
水
口
、

　
溝
な
ど
ネ
ズ
ミ
や
ゴ
キ
ブ
リ
の
通

　
路
に
な
る
所
は
、
網
な
ど
で
ふ
さ

　
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

回
　
大
掃
除
に
よ
り
排
出
さ
れ
た
ゴ

　
ミ
は
、
燃
え
る
も
の
と
、
燃
え
な

　
い
も
の
に
区
別
し
て
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。
特
に
、
家
庭
よ
り
多
量
に

　
排
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
無
料
（
た
だ

　
し
、
営
業
用
、
事
業
用
は
有
料
）

　
と
し
ま
す
の
で
、
燃
え
る
も
の
と

　
燃
え
な
い
も
の
ご
と
に
、
次
の
場

　
所
へ
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
㈱
燃
え
る
ゴ
Ｚ
Ｎ
Ｉ
φ
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
ゴ
ミ
焼
却
場
燃
え
な
い
ゴ
ミ
↓

　
才
栗
町
不
燃
物
埋
立
場

町
内
会
、
子
ど
も
会
等
の
資
源
回

収
の
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

巻
紙
類
＝
古
新
聞
、
古
雑
誌
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
紙
、
ボ
ー
ル
箱
、
本
類

等
／
ビ
ン
類
＝
一
升
ビ
ン
、
ビ
ー

ル
ビ
ン
、
サ
イ
ダ
ー
ビ
ン
／
金
も

の
類
＝
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵

庫
、
扇
風
機
等
、
金
属
机
、
サ
ッ

シ
戸
、
天
日
温
水
器
、
風
呂
釜
。

て
の
他
金
属
製
家
具
生
活
用
品
類

等
。
耕
運
機
、
草
刈
機
、
脱
穀
機

工
具
類
、
そ
の
他
金
属
製
道
具
類

等
、
ト
タ
ン
、
金
属
看
板
、
鋼
材

類
、
鉄
線
類
、
そ
の
他
金
属
製
建

材
類
等
、
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ

自
転
車
、
三
輪
車
、
乳
母
車
、
リ

ヤ
カ
ー
、
一
輪
車
　
空
き
カ
ン
類

Ｉ
カ
ン
ズ
メ
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー

ル
、
オ
イ
ル
、
一
斗
カ
ン
、
ス
プ

レ
ー
、
空
き
カ
ン
等
／
ボ
ロ
類
＝

綿
製
品
、
化
繊
類
、
毛
糸
類

実施期間 実施学区

10月l7n ~- 20 H 悔　園　学　区

10月181] - -n日 唄　石　学　区

lOllISIl ～22日 男　1｢1　学　区

10川20日- 23日 美　合　学　区

10月21 日～24 日 廿　[',　学　区

10月2213 ～25 日 羽　恨　学　区

10jn3日ヽ26 日 川　崎　学　区

10JI24ﾄI - 27n 械　南　学　区

lO巾S卜- 28日 ,I、名　学　区

10/｣附日～29 a 三　島　学　区

10月27 H　- 30H 竜美Ir.学区

10月28 H ，，■M日 辿　尺　学　区

1( 月29FトＨ月1 n 広　幡　学　区

10月30 日～11月2 日 井　田　学　区

10月ai日～n月3 H 愛　宕　学　区

11月1日～4 日 陥　」司　学　区

11月２日～5 日 竜谷､藤川､山中､本宿'?-区

11月3 日～6日 生平､，秦梨学区

11川'[ 日～　７日 倆'磐市､常磐東､常磐竿区

11月５日～　8 日 大樹方,大門学区

ｎ月６日～　９日 岩津.恵ｍ学区

n月７日～!0日 奥殿, 細川学区

11月８日～n日 矢　作　地　区

Ｈ月９日- 12日 六ッ美地区
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保留地予定地の処分最低価額

｜

　
売
却
の
方
法
　
一
般
競
争
人
札

　
保
留
地
予
定
地
の
位
置
・
処
分
筆

数
　
明
大
Ｅ
ｆ
ｔ
町
・
大
西
町
地
内
4
5
筆

　
入
開
札
　
◇
日
時
　
Ｈ
月
口
一
日
午

前
1
0
時
1
1
2
時
　
◇
入
札
保
証
金

1
0
万
円
（
一
人
Ｉ
筆
）
落
札
を
し
な

か
っ
た
か
た
の
保
証
金
は
、
開
札
終

了
後
お
返
し
し
ま
す
、
◇
会
場
　
人

西
町
字
西
田
３
　
白
鳥
神
社
斎
館

◇
開
札
　
入
札
終
了
後
直
ち
に
行
い

ま
す
。

　
落
札
・
契
約

｜

　
①
辰
帆
価
額
以
上
の
額
で
入
札
し

た
人
札
者
の
う
ち
、
辰
高
額
人
札
者

を
落
札
者
と
し
ま
す
。

　
②
落
札
者
に
は
、
保
留
地
予
定
地

売
却
決
定
通
知
書
に
よ
り
通
知
し
ま

す
『
。
こ
の
通
知
を
受
け
た
か
た
は
、

そ
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
５
日
以

内
に
土
地
売
買
契
約
斟
に
よ
っ
て
契

約
を
締
結
し
、
同
時
に
契
約
保
証
金

と
し
て
、
契
約
金
額
の
川
分
の
2
0
に

相
当
す
る
金
額
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
売
買
代
金
の
納
入
期

日
は
、
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か

り

3
0
日
以
内
で
す
。

　
そ
の
他

　
①
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者
、

破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
、
未
成

年
者
は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　
②
保
留
地
予
定
地
の
所
有
権
移
転

登
記
は
、
換
地
処
分
に
伴
う
登
記
が

完
了
し
た
後
に
お
い
て
当
組
合
で
行

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
保
留
地
予
定
地

に
紙
当
権
等
を
設
定
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
③
入
札
当
日
は
、
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
④
現
地
に
案
内
の
看
版
が
あ
り
ま

す
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図面

対照

番号

位　置 町　　　績 3.3m'当り

価格哨i
最低価額

　　　1円｀･ブV-,ク ロッ1ヽ ｍ 坪･

１ 21 4－2 235.09 71.11 141,000 10.026.510

２ 21 6－1 211.47 63.96 141,000 9,018,360

３ 21 ６一２ 236.16 71.43 151,000 10.785,930

４ 21 13 135.41 40.96 110,000 4,505,600

５ 21 17 192.08 58.10 us, 000 8.42^1,500

６ 28-1 １－３ 188.88 57.13 223,000 12,739,990

７ 32-1 24 179.38 54.26 130,000 7,053,800

８ 34-1 5 －1 219.7^ 66.46 149,000 9.9( 2.540

９ 81-1 ３ 167.93 50.79 154,000 7,821，660

10 81-1 ５ 99.68 30.15 131,000 3.949,650

11 8卜1 ６ 106.16 32.11 125,000 4.013,750

12 213 ２ 380.51 115,10 139.000 15,998,900

13 214 １ 234.38 71).S9 202,000 14,319,780

14 214 ２－１ 287,34 86.92 193,000 16,775,560

15 214 2－2 283.79 85.84 193,000 16,567,120

16 221 ２ 514.66 155.68 137,000 21,328.160

17 221 ９ 158.96 48.08 201,000 9.664,080

18 221 10 399.34 120.80 165.000 19,932.000

19 221 13 335.55 101.50 185.000 18,777,500

20 226 ６－１ 226.22 68.43 191,000 13,070.130

21 227 ２ 180.69 54.65 133,000 7,268,450

22 227 ８ 207.30 62.70 130,000 8,ir>i,ooo
23 227 ９ 210.23 63.59 130,000 8,2(i6,700

24 227 10 213.16 64､48 130,000 8.382,400

25 227 11 216.10 65.37 130,000 8,498,100

26 227 12 219.03 66.25 130.000 8,612,500

27 239 2 －1 285.90 86､48 188,000 16,258,^:40

28 239 2-2 280.35 84.80 188,000 15,9'!2,400

29 239 ３－１ 278.06 84.11 188,000 15,^512,690

30 239 3－2 278.76 84.32 188.000 15,852.160

31 259 ８ 306,30 92.65 115,000 10.654,750

32 96 12 234.32 70.88 143,000 10,135,840

33 107 ５－１ 472.50 142.93 140,000 20,OKI,200

34 lH 15－2 403.38 122.02 145,000 17.692,900

35 118 ４－１ 255.64 77.33 135.000 10,439,550

36 118 ４－２ 255.43 77.26 135,000 10,430,100

37 118 4-3 255.≪ 77.26 135､000 10,430,100

38 118 ４一４ 255.43 77.26 135,000 10,430,100

39 118 ５－１ 255.64 77.33 135.000 10,439,550

40 118 5－4 379.92 114.92 141,000 16,203,720

41 132 １ 192.22 58.14 143,000 8,314,020

42 132 ７ 173.22 52.39 124,000 6,496.360

43 158 15 166.80 50.45 135.000 6,810.750

44 182 ４－２ 180.80 54.69 131,000 7,164,390

45 184 1 －1 309.50 93.62 138,000 12,919,560



癩醐

11月の巡回日程表 自

秋の交通安全運動

　街頭宣伝

　( 9 月21日~30口）

消防新庁舎竣工式　い川30日）

　　- 12 ｰ

ﾐﾐ^^^^^^^^i≫
■̂ I!

対い匹
(市立図書館雲51－2251)

動 車

駐　車　場 11月巡回日　i駐車時間(1時間〉 駐　車　場1　11月巡回日 駐車時間(1時間)

矢巾農協牧内支所

7 日・21口図

午･前1{Mおw分より 心ra小学校 午前９時:jo分より

六ッ芙北部小学校 午後１吽30分より 岩津小学啓一i
14日・28日㈲

糾川小学校，

午･前1111,'fより

六ッ美中部小学校 ！午後３時より 午後口跡)分より

大門小学校 午前９時30分より 奥殿小学校 午後3峙より

大尉寺小学校＝　　　　．,，午前10時45分より 矢作束小学校 午前10時30分より

常磐小学校I　) LI　ぷ-’VJ＼　午後１時より 矢作西小学校，8 H - 22日(羽|,午後1 時3( 分より

安戸神明宮 午後２時30分より 矢作北小学校 午後3 時より

男川小学校｜ 午前10時30分より 生平小学校

９日出･25日(士)

乍前io叶m分より

六ッ美南部小学校 ２日■ 16日田 午後１時30分より 秦梨小学校 午後１時より

福岡小学校 午後３時より 常磐南小学校 午後2時30分より

岡崎巾本宿連絡所｜ 午前10時30分より 美介東部農協　　　　　　　午前lfl時30分より

緑丘小学校　10日・24日吻　午後１時m分より

竜谷小学校l　　　　　i午後3 i心より

山中小学校 4 B出･＼7日吻 午後１時より

藤川小学校 午後２時30分よI)
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昭
和
五
十
四
年
度
の
市
立
幼
稚
園

児
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の

で
、
入
園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

も
よ
り
の
幼
碓
園
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　
願
書
は
、
十
‐
り
二
十
三
日
（
月
）

か
ら
、
各
幼
碓
園
又
は
教
育
委
Ｈ
会

学
校
教
育
課
学
事
係
で
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。

　
募
集
期
間
　
十
一
月
一
日
（
水
）

～
四
日
（
土
）
、
た
だ
し
三
日
（
祝
日
）

は
除
き
ま
す
。

　
受
付
時
間
　
平
日
は
午
前
九
峙
Ｉ

午
後
四
時
　
土
雌
日
は
午
前
九
時
～

正
午

募集人員

園も 保育期Ill]暮集人μ 対　象　者

梅［≪f ２年 120人 昭和49年りf2 IIから

昭和51序口口日まで

に山'kしたか/こ
広幡 ２年 120人

欠作 ２年 80人

　
受
付
場
所
　
●
悔
園
幼
稚
園
（
梅

園
町
二
丁
目
六
豊
2
2
1
0
4
6
9
）

●
広
幡
幼
碓
園
（
広
幡
町
一
一
番
地

六
≫
2
1
－
3
7
2
3
）
　
●
矢
作
幼

稚
園
（
矢
作
町
字
西
河
原
四
九
公
3
1

－
3
5
3
6
）

１″
～
″
｛
Ｍ
一

昭
丿

保
育児

童
課
庶
務
係
き
2
3
　
６
1
４
４

　
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
等
の
理
由

に
よ
り
、
児
童
の
保
竹
が
で
き
な
い

た
め
、
そ
の
児
童
を
来
年
４
月
か
ら

保
育
園
へ
入
れ
た
い
か
た
は
（
継
続

す
る
か
た
も
含
む
）
人
園
を
希
望
さ

れ
る
保
育
園
で
前
も
っ
て
申
砧
書
を

も
ら
い
、
手
統
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
を
お
渡
し
で
き
る
日

1
0
月
1
6
日
（
月
）
か
ら

　
受
付
期
間
　
Ｈ
月
１
日
（
水
）
～

７
日
（
火
）
、
た
だ
し
日
曜
、
祭
日
を

除
く
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
1
0
月
１
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
史
編
さ
ん
周
囲
圖

橋
目
村
に
み
る
通
婚
圏

　
江
戸
時
代
の
文
書
の
う
ち
、
址
も

分
最
の
多
い
も
の
は
村
役
人
文
書
で

す
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
そ
れ
ら
の

村
方
文
書
は
今
日
急
速
に
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
近
世
班
が
調
査
を

急
い
で
い
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
わ

け
で
す
。
写
真
の
史
料
は
、
こ
う
し

た
市
内
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
「
村

送
り
状
覚
」
　
（
鳩
目
町
石
川
新
平
家

所
蔵
）
で
す
。

・
江
戸
時
代
、
幕
府
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
儒
仰
を
禁
止
す
る
た
め
に
宗
門
改

の
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
制
度

に
よ
っ
て
、
各
村
の
構
成
貝
全
貝
に

わ
た
っ
て
、
宗
旨
を
調
べ
、
人
別
ご

と
に
印
を
押
さ
せ
（
宗
門
改
帳
）
、

檀
那
寺
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
い
こ
と

を
証
明
さ
せ
ま
し
た
（
宗
旨
手
形
、

寺
請
証
文
）
。
そ
し
て
、
婚
姻
や
転

住
な
ど
に
移
動
が
あ
っ
た
場
合
、
宗

門
帳
か
ら
削
除
す
る
た
め
に
「
Ｈ
送

り
状
」
が
必
要
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

僑
目
町
石
川
家
文
書
の
「
村
送
り
状
」

は
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
か
ら

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
ま
で
の
三

十
年
悶
（
注
、
天
保
二
年
～
十
一
年

の
み
欠
落
の
た
め
）
の
も
の
が
綴
り

合
わ
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ま

す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
単
に
檀
那
寺
関

係
が
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、
女
房
の

名
の
下
に
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
記
し

た
り

「
彦
右
衛
女
子
み
よ
彦
七
方

。
ｊ
一
マ
マ
ー
　
。
．
ｊ
…
ｉ
．
。
４
　
『
ｊ
．
。

ノ
役
介
二
遣
ス
』
と
い
う
よ
う
に
、

当
時
の
婚
姻
関
係
を
解
く
手
掛
り
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
ず
。
文
政
～

安
政
年
悶
の
村
民
の
移
動
を
み
る
と
、

橋
目
忖
に
流
入
し
た
人
数
じ
十
八
人
、

僑
目
村
か
ら
他
村
へ
流
出
し
た
人
数

ａ
十
人
、
合
計
百
八
十
八
人
を
数
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
移
動
の
原
囚

を
み
る
と
、
婚
姻
に
よ
る
も
の
百
四

十
六
人
、
養
子
楸
組
二
十
六
人
、
引

越
し
、
奉
公
な
ど
十
六
人
と
な
っ
て

い
ま
す
、
こ
こ
で
み
る
か
ぎ
り
、
出

稼
ぎ
、
奉
公
に
出
る
者
は
比
較

的
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま

の
対
岸
の
村
々
も
多
い
の
で
す
（

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
一
方
、
結

に
一

つ
き
の
ま
っ
た
く
な
い
村
と
し
て
、

暮
戸
村
。
四
本
郷
村
。
西
大
友
村
｀
　
一

波
村
な
ど
十
三
力
村
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
隣
接
村
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
何
々
と
全
く
人
的
交
流
が
見
ら

れ
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
暮
戸
柵
や
酉
本
郷
村
は
岡
崎
淋
領

で
は
な
く
、
水
野
山
城
守
知
行
地
で

あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
今
後

詳
細
な
研
究
が
必
要
で
す
。
あ
る

ペ
ー

は
、
結
び
つ
き
の
強
い
何
で
の
風
俗
一

習
慣
は
ど
の
よ
う
に
影
賢
し
あ
っ
て
Ｉ

い
る
の
か
。
忖
内
で
の
婚
姻
は
ど
う
一

な
っ
て
い
た
の
か
等
々
。
多
く
の
問
　
　

題
が
解
明
で
き
た
と
川
待
さ
れ
ま
す
・
一

そ
れ
に
は
、
今
後
一
層
の
史
料
調
介

の
推
進
が
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
す
・
一

　
　
近
世
編
調
査
委
貝
　
長
坂
則
彦

一

ｊ

た
、
婚
姻
関
係
に
よ
っ
て
僑
目

村
が
ど
の
地
域
と
よ
り
強
い
結

元
糾
且
料
れ
特
匯
植
竹
μ

Ｊ
４
ｇ
怜
恥
ｔ
４
淘
ｌ
ｊ
ｔ
ｔ
１
　
-

J
≫
｡
　
'

＾
*

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｙ
　
Ｉ
（
／
）
↓
Ｊ
ｌ
　
ｇ
　
　
く
ｊ
　
ｊ
ｌ
『
Ｊ
Ｉ
４
胃
。
　
　
　
　
　
　
　
～
ｊ
ｌ
ｊ
ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
―
．
ｓ
　
　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
　
゛

　

す
と
、
船
越
村
、
小
針
村
、
宇
　
　
’
吋
作

～

ｒ
レ
。
｀
Ｆ
’

り
い
い
り
Ｆ
じ
ｉ
Ｌ
Ｌ
ド
ー
｀

泊
村
を
筆
頭
に
、
北
野
村
、
中
　

‘
に
八
雌
肘
作
鱗
Ｊ
沁
い
Ｆ

園
村
な
ど
隣
接
村
が
圧
倒
的
に
　

´

Ｊ
４
１
１
ｋ
ア
ゲ
ｔ
ｌ
ｔ
｀
Ｔ
’
ｒ
Ｊ
ｔ
．
か
ｔ
’
お
！
”
。
！
’

Ｉ

多
い
の
で
す
。
つ
い
で
、
西
矢
　
゛
、
　
ぶ
？
ｔ
、

作
村
、
西
牧
内
村
、
森
越
村
な
　
　
ぷ
ふ
幻

ｒ
恥
に
ｙ
簒
奪
Ｅ
め
£
ｔ
刄
ｔ
；

ど
矢
作
川
西
岸
の
Ｈ
々
に
か
た

よ
っ
て
い
ま
す
（
全
体
三
七
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
ま
た
、
岡

崎
城
下
（
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

日
名
村
、
上
ノ
里
村
な
ど
橋
目

止
携
行
犯
行
修
繕

ｔ
χ
条
令
ま
ぱ
詐
て

ぷ
吟
・
｀
芦
ｉ
Ｊ
Ｆ
μ
　
　
べ
Ｗ
９
吋
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ス
ヶ
－
卜
教
室

　
正
し
い
ス
ヶ
－
ト
の
滑
り
方
を
修

得
し
、
社
会
体
育
の
一
環
と
し
て
の

ス
ヶ
－
卜
の
普
及
を
図
る
た
め
、
「

ス
ヶ
－
ト
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時

回次
自共初級 r･似中級

回次
親　r･

月　Ｈ 月　Ｈ 月　日

１口
ll月9・H)

12・i;i ■u H

11)116・ 17

19・20・21 bl
１回

11月24・25

26・21日

２回
＼2月7 ･ 8

10・11 ■i2日

12)] , ・ 15

17・L8 ■19日
２回

1 y-] 5・６

７・8 日

３回
1 月I】■ 12

11・IT)・l（川

l l]l≪・ 19

割・22・:^;i日
３回

■>n 16 ■17

lH・19 L」

４同
２月1 ･ 2

４・５・(5 U

2 )J S・9

H・12・i;^ i-|

/５回
２月22・Zi

25・2(i・■111.-1

3 fj 1・２

4 ･ 5・6 l-i

　
募
集
人
員
　
「
子
供
」
は
初
・
中

級
と
も
6
0
名
　
「
親
子
」
は
2
5
組

　
参
加
資
格
　
「
子
供
」
は
小
・
中

学
校
の
男
女
児
童
生
徒
　
「
親
子
」

は
親
と
子
又
は
兄
姉
（
成
人
）
と
子

　
会
費
　
「
子
供
」
は
３
千
円
　
「

親
子
」
は
５
千
円
　
大
人
一
名
追
加

３
千
円
　
小
人
一
名
追
加
２
千
円

　
い
ず
れ
も
貸
靴
代
を
含
み
ま
す
。

体
育
施
設
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
市
体
育
館
）

の
利
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
．
．
*
　
　
-
■
＊

４
１
降
ｙ

　
Ｈ
月
１
日
か
ら
、
体
育
施
設
の
利

用
申
込
方
法
を
、
次
の
よ
う
に
改
め

ま
す
。

　
受
付
場
所
　
岡
崎
市
体
育
館

　
受
付
開
始
日
　
毎
月
初
日
、
た
だ

し
初
日
が
日
曜
、
祝
日
、
休
館
日
（

火
曜
日
）
に
当
る
と
き
は
翌
日

　
受
付
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
～
午

後
５
時

　
受
付
方
法
　
受
付
開
始
日
の
み
午

前
９
時
ま
で
に
受
付
場
所
に
到
着
し

た
か
た
を
対
象
に
中
込
順
位
を
決
め

る
抽
選
を
行
う
。
受
付
開
始
日
の
午

前
９
時
以
降
月
末
ま
で
は
、
到
着
順

に
申
込
を
受
付
け
ま
す
。

　
利
用
申
込
の
で
き
る
期
間

　
受
付
を
開
始
し
た
月
か
ら
数
え
て

４
ヵ
月
目
の
月
末
ま
で

　
申
込
制
限
（
１
ヵ
月
の
内
、
利
用

申
込
の
で
き
る
範
囲
）

　
○
岡
崎
市
体
育
館
＝
制
限
な
し

　
○
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
岡
崎
公
園
、

大
門
）
＝
１
面
２
時
間
を
１
単
位
と

　
　
体
育
課
　
き
5
3
－
1
8
1
1

し
て
一
人
６
単
位
ま
で

　
○
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
井
田
、
三
百
田
、

日
名
、
六
名
、
美
合
、
南
、
境
、
岡

崎
各
公
園
）
＝
１
面
２
時
間
を
１
単

位
と
し
て
Ｉ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、

土
・
日
曜
及
び
祝
日
は
２
単
位
ま
で
、

平
日
は
６
単
位
ま
で
と
し
ま
す
。

　
そ
の
他
　
申
込
の
制
限
は
、
受
付

を
開
始
し
た
月
か
ら
２
ヵ
月
を
経
過

し
た
と
き
解
除
し
ま
す
。

　
　
　
体
育
課
　
豊
5
3
－
1
８
1
1

第10回

岡崎市民マラソン大会

　
日
時
　
Ｈ
月
1
9
日
（
日
）
午
前
９

時
3
0
分
開
会
式
（
小
雨
決
行
）

　
場
所
　
愛
知
県
岡
崎
総
合
運
動
場

　
参
加
制
限
　
小
学
生
男
子
の
部
は
、

一
校
2
0
名
ま
で

　
申
込
　
Ｈ
月
９
日
（
木
）
正
午
ま

で
に
、
六
名
町
字
馬
畷
2
5
・
岡
崎
市
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●

母
子
家
庭
等
医
療
費
無
料
化
制
度
実
施

　
こ
の
制
度
は
、
母
子
家
庭
等
の
母

と
そ
の
児
童
及
び
父
母
の
な
い
児
童

に
対
し
て
、
医
療
費
を
助
成
す
る
も

の
で
す
。

　
実
施
は
Ｈ
月
１
日
か
ら
で
、
対
次

要
件
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
○
　
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
か
た

で
1
9
歳
ま
で
の
児
童
（
1
9
歳
に
達
す

る
日
が
４
月
１
日
以
後
で
あ
る
者
を

除
く
）
を
現
に
扶
養
し
、
か
つ
前
年

の
所
得
に
対
し
て
所
得
税
が
課
せ
ら

れ
て
い
な
い
か
た
及
び
そ
の
児
童

　
⑩
　
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
か

た
」
と
は
次
の
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
①
配
偶
者
と
死
別
し
た
女
子
で
、

現
に
婚
姻
し
て
い
な
い
か
た
　
②
離

婚
し
た
女
子
で
現
に
婚
姻
し
て
い
な

い
か
た
　
③
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
女
子
　
④
配
偶
者
か
ら
遺

棄
さ
れ
て
い
る
女
子
　
⑤
配
偶
者
が

海
外
に
い
る
た
め
、
そ
の
扶
養
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
女
子
　
⑥
配

偶
者
が
桁
神
又
は
身
体
の
障
害
に
よ

り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を
失

っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
扶
養
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
女
子
　
⑦
配
隅

者
が
法
令
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る

た
め
、
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
女
子
　
⑧
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
母
と
な
っ
た
女
子
で
、
現
に
婚

姻
を
し
て
い
な
い
か
た
。

　
前
記
の
う
ち
③
④
⑤
⑦
に
つ
い
て

は
、
そ
の
期
間
が
Ｉ
竿
以
上
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
課
医
療
助
成
係
　
酋
2
3
－
6
1
4
8

こ
と
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
記
の
う
ち
②
③
④
⑥
に
つ
い
て

　
＠
　
父
ほ
の
な
い
1
9
歳
ま
で
の
児
　
は
、
そ
の
期
間
が
１
年
以
上
で
あ
る

童
（
1
9
歳
に
達
す
る
日
が
４
月
１
‐
　
　
こ
と
が
必
要
で
す
。

以
後
で
あ
る
者
を
除
く
）
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
社
会
保
険
等
の
本
人
と
し
て

　
⑩
　
「
父
母
の
な
い
児
童
・
と
は
　
　
加
人
し
て
い
る
場
合
は
、
保
険
で
医

次
の
状
態
を
い
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
療
費
が
全
額
負
担
さ
れ
て
い
ま
す
の

　
①
父
ほ
と
死
別
し
た
児
童
　
②
父
　
で
。
そ
の
か
た
は
対
象
と
な
り
ま
せ

母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
　
　
　
ん
。

③
父
母
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
　
　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
次
に
よ
り

④
父
ほ
が
海
外
に
い
る
た
め
、
そ
の
　
交
付
巾
請
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
　
　
受
付
場
所
　
社
会
課
医
療
助
成
係

童
　
⑤
父
母
が
桁
神
又
は
身
体
の
障
　
　
受
付
日
時
　
Ｈ
月
2
5
日
か
ら
行
い

害
に
よ
り
任
期
に
わ
た
っ
て
労
働
能
　
ま
す
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土

力
を
失
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
扶
養
　
曜
日
は
午
前
９
時
～
正
午
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
　
　
　
持
参
す
る
も
の
　
①
配
偶
者
の
な

⑥
父
母
が
法
令
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
て
　
　
い
女
子
又
は
父
母
の
な
い
児
竃
で
あ

い
る
た
め
、
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
　
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
　
②
加
入
し

と
が
で
き
な
い
児
童
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
医
療
保
険
証
　
③
印
鑑

児
童
手
当
を

ご
在
知
で
す
か

児
童
課
給
付
係
豊
2
3
1
6
－
５
０

　
家
庭
と
子
供
の
幸
せ
の
た
め
に
、

３
子
目
以
降
の
お
子
さ
ん
が
出
生
し

た
ら
児
童
手
当
の
手
続
が
必
要
で
す
。

　
受
給
資
格
　
児
童
手
当
は
、
日
本

国
民
で
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の

要
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と
き
に

支
綸
さ
れ
ま
す
。

　
①
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
３
人
以
上

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
１
人
以

上
が
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
（
中

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童
）
で

あ
る
こ
と
。

　
②
前
年
の
所
得
で
扶
箆
親
族
等
が

５
人
の
と
き
は
、
３
、
５
２
６
千
円

に
満
た
な
い
こ
と
。

　
支
給
額
　
児
童
手
当
額
は
、
３
人

以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順
に
数

え
て
３
人
目
以
降
で
あ
る
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
１
人
に
つ
き
、
月
額

５
千
円
（
昭
和
5
3
年
1
0
月
分
か
ら
市

　
就
学
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
教
育
相
談

　
　
学
校
教
育
課
　
き
2
3
－
6
4
3
9

　
子
供
が
就
学
期
を
迎
え
る
こ
ろ
に

な
り
ま
す
と
、
ど
ん
な
学
校
に
入
れ

た
ら
よ
い
か
心
配
に
な
り
ま
す
。
わ

が
ｆ
の
発
達
の
様
子
が
気
が
か
り
と

な
り
ま
す
。
専
門
の
先
生
に
よ
る
「
就

学
の
た
め
の
教
育
相
談
一
を
開
き
ま

す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
で
も

抱
か
れ
ま
し
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
日
　
1
0
月
2
8
H
午
前
１
時
3
0

分
～
４
時
　
Ｈ
月
1
8
日
午
μ
１
時
3
0

分
～
４
時
　
1
2
月
２
日
午
前
1
0
時
～

正
午

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館
２
階
和
室

　
対
象
者
　
新
一
年
就
学
兜
、
小
中

学
枚
在
学
児
童
・
生
徒

　
申
込
　
で
き
る
だ
け
電
話
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

　
相
談
助
言
者
　
○
愛
知
教
青
大
学

助
教
授
　
池
山
勝
昭
　
○
岡
川
病
院

剛
院
長
　
井
上
恭
夫
　
○
岡
崎
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
磯
只
　
　
　
夫
　
〇
岡

崎
児
童
相
談
所
　
伊
藤
一
文
　
○
岡

崎
巾
持
殊
教
青
部
艮
　
太
田
昇

　
そ
の
他
　
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小

中
学
校
の
先
生
と
相
談
さ
れ
。
保
護

者
同
伴
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

民
脱
所
得
割
の
額
が
な
い
か
か

い
て
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
６
Ｊ

で
す
。

休
青
館
内
体
育
課
あ
て
巾
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
要
項
等
は
体
育
課
に
あ
り

ま
す
。

　
種
別
及
び
参
加
資
格
・
参
加
料

へ 睡　別 距離 参加資格 参加科

第1部 小学生31子
1.1),X1m

市内在住・在学者 100円

第2部 中学生女子 （li‰「 200円

第３部 中学上男子
,1.1)00

こ 200円

第4部 一般高杖女子
Z.O謡 市内在住、在勤、在学者 300円

第5郎 19 歳以下 10.IXX)1， 300円

第6部 20 歳以上 竃ぷ‘2 300円

第7部 40 IX 以上 ■I.fKX,ぶ 地域制限なし（,1叫者も可） 1.000円

健康マラソンの那 ^ ラ■ノ
j.4幻●

市内、在院、在勤、在学

者年齢性別に制限なし
300円

　
た
だ
し
、
市
内
小
学
校
・
中
学
校

高
校
の
児
童
生
徒
は
、
学
校
艮
と
保

護
者
の
承
認
が
必
要
で
す
。

　
参
加
料
は
、
大
会
当
日
、
受
付
で

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
○
健
康
了
フ
ソ
ン
の
部

に
お
い
て
は
、
タ
イ
ム
の
計
測
は
行

う
が
順
位
は
決
定
し
ま
せ
ん
。

　
○
参
加
者
は
、
小
前
に
健
康
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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穴
　
　
　
　
　
　
　
１

１
１
１
１
Ｓ
ｌ
ｌ
Ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｓ
Ｓ
ｌ
ｌ
Ｓ
］

開
発
指
導
課

萱
23

６
２
８１

　岡

　崎
　広
　田

　土
　地
　区
　画
整
理

事業

町
名

字
名

地
番

が
変
更

　
こ
の
た
び
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
岡
崎
広
川
土
地
区
画
幣
理

事
業
の
換
地
処
分
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
換
地
処
分
に
伴
い
、
み
な
さ
ん
の

所
有
し
て
お
ら
れ
る
土
地
の
町
名
・

字
欠
‥
・
地
番
が
、
９
月
2
6
日
か
ら
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
変
吏
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
（
○
は
変
更
前
、
△
は
変
更
後
）

　
○
見
合
町
字
水
洗
・
松
下
・
中
院

于
・
広
田
・
生
旧
屋
敷
・
田
ノ
入
・

白
針
の
各
一
部
↓
△
芙
合
西
町

　
○
笑
合
町
字
松
下
の
一
部
↓
△
笑

合
町
字
水
洗

　
○
美
作
町
字
広
川
の
一
部
↓
△
笈

〈
‐
町
字
竹
下

家
庭
教
育
相
談

　
社
会
教
育
課
　
≫
2
3
‐
1
6
4
3
3

　
お
も
な
相
談
指
導
内
容

▼
坊
本
的
唯
活
習
慣
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
（
食
事
、
睡
眠
．
く
せ
等
）

▼
社
会
性
の
発
達
、
性
格
の
形
成
に

関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
達
、
反
抗
等
）

▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

と
（
こ
と
ば
、
学
習
、
テ
レ
ビ
等
）

　
会
場
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
開
設
日
　
Ｈ
月
２
日
・
９
日
・
1
6

○
美
合
町
字
白
針
・
山
ノ
入
の
各
　
　
日
・
3
0
日
（
毎
週
木
曜
日
）

一
部
↓
△
契
合
西
町
字
白
針

　
○
美
合
町
字
広
田
の
一
部
↓
△
美

合
西
町
字
広
田

　
○
契
合
町
字
松
下
・
平
端
・
水
洗

の
各
一
部
↓
△
美
合
西
町
字
松
下

　
相
談
員
　
市
社
会
教
育
指
導
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
正
夫

　
申
込
方
法
　
社
会
教
育
課
社
教
指

導
係
へ
電
話
で
お
申
込
の
う
え
、
当

日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

10

月

の
納
税

　
　
収
納
課
　
a
2
3
－
6
1
1
6

④
市
民
税
・
県
民
税
（
第
３
期
）

　
　
納
期
限
↓
1
0
月
3
1
日
（
火
）

　
お
忘
れ
な
く
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
納
税
組
合
を
通
じ
て

納
付
さ
れ
る
か
た
は
、
み
納
税
組

八
‥
で
決
め
ら
れ
た
収
納
取
扱
い
日

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

造
林
用
苗
木
の
申
込
受
付

農
務
課
林
務
係
豊
2
3
‐
‐
６
２
０
２

　
来
轟
造
林
さ
れ
る
か
た
は
、
所
定

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
人
の

う
え
巾
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
申
込
締
切
日
　
1
1
月
1
5
日
（
水
）

　
申
込
先
　
市
役
所
農
務
課
・
各
支

所
、
各
町
休
業
総
代

　
そ
の
他
　
苗
木
の
配
布
は
、
昭
和

5
　
1
年
３
月
上
旬
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

ま
た
本
年
度
の
価
格
は
未
定
で
す
が
、

昨
年
度
の
価
格
は
、
す
ぎ
5
6
円
、
ひ

の
き
5
6
円
。
く
ろ
ま
つ
2
9
円
で
し
た
。

岡
崎
墓
園

　
　
　
日
曜
墓
地
相
談

　
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
萱
4
6
1
3
2
6
0
一

　
岡
崎
墓
園
で
は
、
平
日
に
墓
地
利

用
申
込
手
続
等
の
ご
都
合
の
悪
い
か

た
の
た
め
に
、
毎
月
一
回
、
日
曜
日

を
墓
地
相
談
日
と
し
て
い
ま
す
。

　
墓
地
利
川
相
談
の
受
付
。
現
地
案

内
や
説
明
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
か

ら
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
1
0
月
2
9
日
（
日
）
午
前
８

時
3
0
分
～
午
後
５
時

m|川nil|l川川IllllllllIIIIIIIM

‐
月
前
期
の

　
　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
ｅ
？
：
　
　
1
5
４
３
６

　
各
町
内
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ

持
ち
寄
り
場
所
へ
、
収
集
日
の
午
前

…
　
。
。
。
．
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ⅲ
　
－
１
｛
―
・
‐
　
ｊ
一
‐
　
ｊ
‐
Ｉ
ｊ
　
　
ｌ
ｉ
‐
″
　
！
―
一
　
一
１

そ
の
他
　
申
込
を
さ
れ
る
か
た
は
、
ｍ
８
時
3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
改
正

　
岡
崎
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
　
a
5
2
－
3
1
6
1

　
愛
知
県
最
低
賃
金
　
１
日
　
2
5

6
7
円
（
改
正
前
2
4
1
6
円
）

　
１
時
間
　
３
２
０
円
８
８
銭

　
（
精
皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
・
家
政

１
当
を
除
く
）

　
昭
和
5
3
年
1
0
月
1
8
日
か
ら
実
施

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
産
業
別
最
低

賃
金
を
決
め
て
い
る
産
業
を
除
く
愛

知
県
内
の
す
べ
て
の
産
業
の
労
働
者

に
適
用
し
ま
す
。

昭
和
5
4
年

婦
人
交
通
巡
視
員
採
用
一

　
岡
崎
警
察
署
　
豊
5
1
－
5
6
1
1

　
採
用
予
定
人
員
　
約
4
0
人
。
受
付

ｍ
一
月
2
8
日
ま
で
。
学
歴
　
大
学
（
短

川Illllliltli|lltlllill
||川||Ⅲ川|M川川川川|||11111111川|il|川|川nil川川|I川川田川川川||川川Illlll|川|

期
大
学
を
除
く
）
で
の
在
学
期
間
が
、
川

２
年
を
超
え
る
か
た
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。
年
齢
　
昭
和
2
8
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
3
6
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
女
子
。
身
長
　
１
５
５
セ
ン

チ
以
上
。

　
　
　
●

||IIIMIIIIIItllMlllllillllll|ll|川II

さ
い
。
古
新
聞
、
雑
誌
類
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
、
衣
服
類
は
、
ヒ
モ
で
し
っ
か

り
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

15
日

㈹

14
日
(火

13
日
(月)

11
日

山

10
日

胞

９

日
困

８

日
出

７

日
固

６

日
凹

４

日
出

２

日
附

１

日
出

収
集

日

学南
校明
東大

　寺
　３　区

　４
　区

３西
区明

　｀大
山寺
手１
　区

　２
　区

上
明
大
寺

宮
前

宮
東

明明
大大
寺寺

本本
町町

第
１
町
内
会

東東
明明
大大
寺寺
東北
町・

1 南
丁・
目束

唐

沢

鳥
町

甘
生

吹
矢

丁中
目４

　｀丁
中目
天・

神５
　丁

　目

　７

更

回

貰

?i

貿

門町

　ボ

　十

小
呂

南
小
呂

蓄

j7
m

jg?

リ

苧北
ｈ

訪

昌

収

集

実

施

町

名

　
‐
月
３
日
（
金
）
文
化
の
日
は
、
。

国
民
の
祝
日
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

ゴ
ミ
の
収
集
及
び
し
尿
の
く
み
取

り
を
休
み
ま
す
。



きざ

一
時
金
（
旧
軍
人
・
遺
族
）

　
の
請
求
に
つ
い
て

社
会
課
生
活
係
　
き
2
3
1
６
1
４
５

ヵ
　
　
思
綸
法
竹
の
一
部
改
正
に
よ
り
ヽ

お
　
旧
軍
人
と
し
て
勤
務
年
数
が
合
わ
せ

　
　
て
３
年
以
上
に
な
る
か
た
で
、
今
ま

市政だより日15昭和5:i年10月17

で
に
恩
給
や
共
済
年
金
な
ど
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
か
た
、
又
は
そ
の
遺

族
に
対
し
て
、
１
５
、
０
０
０
円
の
一

時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
か
た
は
、
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

第
９
回

消
費
生
活
講
座
開
催

西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
a
5
3
－
0
９
９
９

　
開
催
場
所
　
岡
崎
市
六
″
美
市
民

セ
ン
タ
ー
（
下
青
野
町
字
天
神
6
4

豊
４
３
１
２
５
０
０
・
2
5
1
0
）

　
募
集
定
員
　
3
0
名
（
先
着
順
）

　
申
込
　
西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
明
大
寺
町
字
坂
下
Ｈ
の
1
1
7
）

岡
崎
市
六
″
美
市
民
セ
ン
タ
ー
、
岡

崎
市
社
会
課
（
十
王
町
２
丁
目
9

S
2
3
－
6
1
4
5
’
）
ま
で
、
氏
名
、

年
齢
、
唯
所
を
添
え
て
、
葉
書
・
電

話
又
は
直
接
来
所
し
て
‐
月
１
日
（

水
）
ま
で
に
お
巾
込
み
く
だ
さ
い
。

時
間

前

10
時
～
1
2
時
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日
程
・
講
帥
等
に
つ
い
て
は
、
都

合
に
よ
り
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
末
融
資
の

　
中
込
は
お
早
目
に

　
国
民
金
融
公
庫
岡
崎
支
店

　
　
　
　
　
　
　
S
2
4
－
1
7
1
1

　
中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
、
年
末
年

始
用
の
商
品
仕
入
資
金
を
始
め
、
買

掛
金
、
支
払
手
形
の
決
済
金
や
年
末

ボ
ー
ナ
ス
、
支
払
資
金
な
ど
の
資
余

手
当
は
お
す
み
で
す
か
。

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
み
な
さ
ん

の
資
金
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
、
年

末
融
資
の
申
込
を
受
付
け
て
お
り
ま

す
。
本
年
は
、
景
気
の
川
復
に
と
も

な
っ
て
、
年
末
融
資
の
申
込
が
例
年

以
上
に
増
加
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
年
内
に
資
金
を
必
要
と

さ
れ
る
か
た
は
、
Ｈ
月
1
5
日
頃
ま
で

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
字
と

岡
崎
高
等
学
院

働
く
婦
人
会
館

詳

験

88
2322

－
6
９
８
5

1
２
９
6
3

　
主
催
　
日
本
書
写
技
能
検
定
協
会

岡
崎
市
教
育
委
Ｈ
会

　
試
験
日
　
Ｈ
月
1
9
‐
（
‐
一

　
　
ペ
ン
字
…
～
前
1
0
時
～
１
９
一
時

　
　
毛
　
筆
・
：
午
後
１
時
い
一
時

　
場
所
　
岡
崎
市
励
く
婦
人
会
館

　
試
験
科
目
　
実
技
と
理
論

　
受
験
資
格
　
学
歴
・
年
齢
・
性
別

な
ど
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
受
験
手
続
　
巾
立
岡
崎
高
等
学
院

に
用
意
し
て
あ
る
願
書
で
、
1
0
月
末

日
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

簡
保
資
金

　
　
　
　
運
用
再
開
2
5
周
年

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
貢
献

岡
崎
郵
便
局
　
豊
2
2
1
0
2
5
0

簡
易
保
険
の
資
金
は
、
で
き
る
だ

け
加
入
者
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
、

ま
た
地
域
社
会
の
発
朕
に
役
立
つ
よ

う
に
、
加
人
者
に
保
険
金
等
が
支
払

　
　
　
●

わ
れ
る
ま
で
、
巾
等
に
融
資
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
岡
崎
巾
で
も
、
閻
崎
郵
便
局
を
通

じ
て
。
現
在
三
八
七
．
Ｌ
几
○
○
万
円
の

簡
保
資
金
の
融
資
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
主
な
融
資
咄
設
は
、
校
舎
（
岡

崎
小
学
校
ほ
か
2
7
校
、
矢
作
中
学
校

ほ
か
５
校
）
休
育
館
（
男
川
小
学
校

ほ
か
９
校
、
東
海
中
学
校
ほ
か
４
校
）

道
路
（
岡
崎
環
状
線
ほ
か
４
路
線
）

公
営
住
宅
（
仁
木
団
地
ほ
か
1
0
団
地
）

等
で
す
。

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
、
万
一
の

時
の
保
障
や
生
活
設
計
に
役
立
っ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金

共
済
へ
加
入
し
よ
う

県
労
働
部
労
働
福
祉
課

　
　
　
ｉ
　
－
　
－

容
叩
‐

9
6
1

2
1
1
1

　
こ
の
制
度
は
、
従
業
Ｕ
の
老
後
の

生
活
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
も

の
で
、
利
用
で
き
る
の
は
、
常
用
の

従
業
貝
数
が
１
人
か
ら
3
0
0
人
（
卸
売

業
は
川
人
、
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
は
5
0
人
）
ま
で
の
企
業
で
す
。

　
掛
金
は
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と

し
て
、
全
額
免
悦
と
な
り
ま
す
。

　
毎
月
の
掛
金
は
、
8
0
0
円
か
ら
１
万

円
ま
で
1
9
腫
類
あ
り
、
従
業
Ｈ
個
人

ご
と
に
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
の
労
働
福

祉
課
あ
る
い
は
近
く
の
金
敞
磯
関
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
宿
舎
の
休
館

桑
谷
山
荘
　
酋
4
8
－
2
8
5
5

　
国
民
宿
舎
桑
谷
山
荘
で
は
、
磯
械

等
の
設
備
点
検
と
整
備
の
た
め
、
1
1

月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
休
館
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
予
約
受
付
や
利
用

の
問
合
せ
等
窓
口
事
務
は
。
平
常
ど

お
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

東
岡
崎
駅
前
地
下
道
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
利
用
者
募
集

　
土
木
課
管
理
係
容
2
3
1
6
2
２
6

　
利
用
期
間
　
昭
和
5
3
年
Ｈ
月
１
日

～
昭
和
5
　
1
年
1
0
U
3
1
日

　
利
用
料
　
一
年
間
５
４
、
０
０
０
円

　
募
集
件
数
　
７
件
（
申
込
の
多
い

場
合
は
抽
選
）

　
申
込
期
間
　
1
0
U
1
6
日
1
2
5
口

　
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
規
格
　
咲
口
琲

縦
0
　
9
K
k
　
而
仙
団
㎡



２種(ｒぷ'Jぷ)混合予防接種

骸当者

　「第Ｔ翔1⑦昭和51年１月１日から昭和51年６月30日ま

　　　　　　でに出生した幼児

　　　　　○昭f1l50年12月31日以前に出生した幼児で、

　　　　　　第l期( 3 回)を完了していない幼児

　「爾2鄙　昭和49年12月31日以前に出生した幻児で、

　　　　　第i期を時和52年６月30日以前に完了した幼

　　　　　児

　料金無料

日程表　　　　　　　　（保健課保健係　豊23－6180)

)i 日 時　　　間 場　　　所

11/i 1 刊羽
'f-ii'iio時　～11時30分

午後l時30分- 3時30分

岩迎市民センター

細　川　小　串　校

:;n休 乍後1時30分～'^時30分 赤十字センタ-

引川）
ｊ

ｊりJiJlO叶　～11昨30分
■-筏i時AQ分- 3時30分

市　陥　公　会　堂

７出火) 午後1時30分～3時30分 .h和田県営住七妬会所

８出心
午後l時30分～２時30分

午後:^時　-4時

山　１

藤　１

１　小　学　校

｜　小　学　校

９川船
午釦O時　～11時30分

や後1時30分～3時30分

河　合　連　舟　所

男　』||　小　学　咬

10 n吻 午前iO時　～il時30分
午ffi1時30分- 3時3O分

矢作市尺センター

13日(MI 午後１時30分～3時30分 城　北　公　会　堂

MH陶 午町10時　～11時30分
午後1時30分- 3時30分

美　合　公　尺　館

Ili日俐 午町io時　～11時30分
や俊１時3O分~ 1時30分

六ツ美ill 民センター

17日冊 午後１時3( 分- 3時30分 福　岡　会　館

2011(11)
午前10時　一11時30分

午後i時30分- 3時30分

常　磐　小　学　枚

六　名　小　学　校

21日吻 午前io時　-11時no分
午後1時30分～3 時30分

Efl子老人保健センター

22｢!困 午前lU時　～11時3(1分
午後I時30分～３時:m分

鴨田町民会爪

Z4日吻 午後1 時30分～３時30分 入作市民センター

27 El(II) 午'＼&1 II徊0分～3時30分 動　労　会　館

(T-l*iげ 午f)i|10時　～11時30分
午i& 1時30分～3時30分

赤4一字センター

なお、当日は、必ず検温し、母子手帳をご持｡参ください。

11　　月　　の

保健だより

n月の

　.- 巡回健康相談

相談内容　市保鮭婦による保健指導、血圧測定、検尿、

　　　　　乳幼児相談、その他

日程表　　　　　　　　　（保健課健康管理係023－6084)

日 時　　　　問 場　　　所

６日間
午前９時30分～I1時30分 沌町弘噸十

午後１時30分～n時30分 真伝町消防詰所

17口吻
午前９時30分～I1時30分 山綱町公民館

△午後i時30分･J時30分 池令町菱桑寺

24日吻
午前９時30分～II時30 分

六ツ美i尺センター
△午後i時30分～"^時30分

27日d)} 午後i時30分～3時30分 川向町公民館

△印は医帥の診察があります

犬の登録と秋の狂犬病予防注射

　昭和53年度犬の登録受付を、岡崎保健所が尖施する秋

の征犬病予防注射と同時に行います。生mi日以上の犬

を飼育しているかたは、忘れずにもよりの会場へお出か

けください。

　なお、新しく犬を飼うかたは、通知占がなくても受付

けますので、登録と注射を済ませてください。

･･･受ける犬　生後91日以上の犬

･･料金　登録料.. .,-I頭300円　注射料金等－1頭l.( 00円

日程表（第I次）　　　（保健課衛生係　豊23－6186）

日　　　　　　昨 場　　　所

llfj 2 口印
午前iO時　～11時 岩i)'町発s 協岩津支所

午後１時30分～２時:w分 晦同町晦|吋小■7- 校

(j日[111
午前iO時　～11時 鴨Ul 町硲農協人副了支所

午後１時30分～1時30分 六名町勤労行少年ホーム

7 li吻
午前o時　～11時 井HI 町北ffl"i 公会堂

午筏１時30分-- 2 am分 大平HJ A-　平　友　所

y 口附
午前o時　～n時 下吉野HJ A･･y-?i<り民センタ一

午後l時3fl分～2時部分 矢作町、I1-: IS |届本Rfr

｣O口IiiS午後l時30分～2 時30分 睦　町ill t!i;ii会堂

14日出
午副O時　～11時 % 介町平地中公i心館

午筏1｢|徊0分～2時30分 本宿町奏宿iil 格所

Id日困
午RijlO時　～n時 福岡町柚　岡　会　館

午後i時30分～2 1153(1分六供ij 市民公館下の駐眼場

16日囚 午tiijio時　～11時 康上通西岡崎保ft!所



19－ 昭和5:-5年10 H 15 II

場　所　ほ子老人f呆健センター　S21－4825

　　　　り尹回新町　働く婦人会館隣り）

日　程　表

種類 日　　　吽 内　　　　容

老人一成人

健床相談

　　Ｉ　H 湘

午前lu吽-11時卸分

午･後l時-2時30分

　　22 日附

午f^ijlO吽～11時30分

午後１時～.)時30分

血a--洲定検尿

保健指導

卵圧.剛定検眼

保能指岬

医帥の検診り|･廬の.みI

家脹計画
　　14日向

‘卜川0叶～iri卜ii介

一

家瓜引iii冷般

hi: ㈲．婦

健康帽談

　　14 日i'k)

r-釧叶～２時31)分

|別｢|iの検台|出目II淀険川

面i:を系検か|丿仙指導

奏おlaさんと赤ちゃんの健康グ)ためにぜひお受けください。

§'1回目の教室は妊娠と気づいたらできるだけ'l'･くお受

　けください。

持参するもの　1:J汀-健康于帳・なくていr へ筆記川具

受　講　料　無料　時間　午後１時

日　程　表

回 Ｈ 場所 *■■;象 内　　　　卜

1

l<>l

目

2

l≪l

卜

2 日床

16日出

　　岡

　　崎霧傑

上健

通22所
丙｜

三２
に

三〇
〇Ｉ
-

妊娠7 ヵ月

までのかた

妊奴&力り

以降のかた

-
妊娠中の異常一栄養・肉の衛

生・妊娠中川のＨ常上if.i ･心

と休の準備と赤ちゃんの衣飢

の選v-'))・映iii!i

妊娠筏川の日常上柚・ぺ院の

時川と心虞え・赤ちゃんの観

余-取搬いおよびへ浴■ i-iI･

保健制度

!i a和

30口内

１

象
意
所
程

対
注
場
日

の ３歳児健康診査

昭和50年10月生まれのj'･供

は子健康手帳持参、尿検査を実施します、

岡崎ぽ随所川州ﾓ通西３の30 公2'^－2501 :

表

月口 受付叶間 学　　区　　川

７日

㈲
'l優1時～

　　　　2 悶='M)分

井･ΓT|,芙合、屯谷.藤Ill,縁

斤.、梅園

14日

　(火O

'I-liij"9時～
　　　10叶?,0分

矢作|束・内■ |徊・北;

r-後1時～
　　　　２時30分

羽根､岡崎､愛宕､岩津.常外、

常磐南･束､l＼川. 奥殿、心in

21日

(■X)
'r-i*1時～

　　　　２時so分

大樹寺、六名、柵川、人門、

連尺

28日
(勾

'r-前9時～
　　　　10時30分

三､島、六ッ芙I北・中･南部)

城南、竜美丘

午筏1時～
　　　　２峙'AO分

根石、広幡、山中、川II、本

宿、生平、秦梨

n の

市政だより　お　か　ざ　き

乳幼児健康相談

，保健婦の育児相談を受けるかた

Ｏ受付時間　午|ilji()峙～li時30分

Ｏ内　　容　体巾・身艮測定、育児-栄養相談

２。医師の診察を行う対象者

　O3 ～4ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診さ

　　れるかた

３

日

〇受付時間

Ｏ内　　容

母子手帳、

程　表

午後l時～2時

医師の診察、体重・身長測定、育児・栄

養相談

うすいバスタオルを必ずご持参ください。

卜 叫　　所 区　　　　　域

⌒1

2］

－
閃

尚

川崎赤十字センター

　　り目大丁本皿i

三島・城南学区

六名・根石学区

li110!)

20 HO II

阿r嵯八保健センター
(l*.!i謁ぷI )

井田・愛宕・梅園学区

大尉寺・大門学区、笥磐皿区

17卜印 岡崎伏健所 述尺一男｣｀||･広幡学区,河経皿区

１卜湘 |竹部　公会童 岡崎・羽根学区

lr. I"|14:1 矢作市民センター 矢作地区

■li卜̂出 見合公尺館 美合・亀谷・緑丘・藤lll牛区

□i!心 私宿町冨田病院 本宿一山中学区

9 H巾 岩津市民センター 岩津・恵囲・絹iH ・奥殿学区．

2□心 ■･<ツ笑市尺センター 六ッ美地区

13110)) 岡崎市医帥.'?館 竜笑丘学区

卜 fiv;　岡　会　館 福岡学区･偶霞月のみI

ｉ杵!ぶ^)外地＼<;二婦Å､尺生'ti牽委貝.タ]かたがおらilます．妊娠中、分

　娩. 介児'?};でおM|･) のかたは気軽:こご相談くださ・ヽ,

11月゜１歳6ヵ月雙康診査¬

　　　　　←･　･-
○受付時間

○内　　容

X後1時~_ ･;時

医師・歯科嘔帥ソ)診察、身休洲定、f f児

栄養相談

Ｏ持参するもの　I:i r･健康手帳

日　程　表

J』目 会　　場 刈　象　児　区　　　　皿

卜｣巾
｣:}■■{･七人保

咄センタｰ･
||肘|i52千:■>同坐

一一

眼十t■海附・暖石・ルil

学区.常卜地区

則IM;)

陥i!i保仙･>f＼

川吟・羽田・む,ぽ卜』よ鴨

余裂・生平学区

㈲]剛
六名■'}川|一三;h ･ 縁In

鄙し山巾十又

22出吋
屯谷・氷宿・逆叉丘・止

尺一笑合・城南乍区

Hi|.ll:i5　六｀で仙li民'
昭和52干,i IJ上

　　　i七夕昭和5ジ「3 II恪
六ッ美地区

^(1口困
片十巾心

センター

,，　|岩津一恵111・初卜n・卜i

　　　　　学区

※liiCHiJとして、1 ﾉ、1回限り、指定会場以外では受けら

　れませんつ

※川乍地区!il2 )jに行います、

※大樹寺・大門学区は12月に行います。

｜



昭和53年10 月15日

11月中

Z^ 7fc/S^/W'^̂のyこめの 皿匯謳藍皿
休日・夜間診療は急病の人のため
休日・夜間の急病はまず「かかりつけの医者｣へ

３　　日 ５　　日 １　２　日 １　９　日 ２　３　日 ２　６　日

内
科
ま

た

は
小

児
科

酒井　医院

　　(矢作)

　a糾一2036

にいのみ医院

　（人印）

　登:5i－5230

深III 1分院

　　i'J<作）

　031－2753

新

　ぐ　ａ

1

f

　区院

　塵）

－002:3

志　[

　　Ill

　a2 -

公院

町）

石:^6

仰山　医院

　　(八帖北)

　321一0987

水野医院

　　(明人寺)

　S21－0339

山々

　　円

　音Z

　医院

大寺）

－O6'M

巾　火病院

　　(康生』町)

　S22－7505

浅汁」欠|完

　　（収几'M.）

　豊22－5467

牧野医院

　（八幡∩

　豊21－0348

小休医院

　　（辿尺3)

　a21－1677

浅井医院

　　（幸UJ)

音幸田2－0010

鈴オ

　　叫

昔幸[E

　医院

　田）

2－0020

111 椅医院

　仲川

豊作I 2－5225

共立病院

　　(羽根)

　昔51－1427

杉)「

　　ほ

　昔5 一

＆院

只）

735

岩瀬医院

　　(福岡)

　普51－9036

外

科

内　田病院

　　(康生南)

Qa21－5171

柴　田病院

　　(明人寺)

　S51－1938

ワシミ医院

　C久後崎）

　登52－8811

共　＼

　O　as

　病院

　㈲

－1427

細井医院

　　け

　登51－1325

佐野医院

　　(幸　田)

昔幸田2－5411

産
婦
人科

村川　医院

　　（十王2)

　021－4511

大原医院

　　汗王1)

　S21－1585

山　巾医院

　　['伝馬4 )

　S21一閲u

塙u」医院

　　（六供3 )

　酋23ぺn70

遠ll

　１

　容2

　病院

　冊）

－7946

河合医院

　(能見)

　a21－6591

皮

泌

科

松下医院

　　（明大寺）

　S51一5094

橋本医院

　　(康生南)

　a22－3497

みしま医院

　ぐ康生|削

　酋21-1648

鴫Ⅲ医院

　（レォi階）

　Q2.}－6555

丘谷川医院

　(伊賀新)

Q23－187)

渡辺医院

　　(福#1)

　323-8005

耳咽

　喉

鼻科

松下医院

　　（明大寺）

　S51－5094

黒川　医院

　　(羽根)

　登52－0453

康生病院

　傭上前

　日21－134(

鵬［1

　　凶

　昔2

　病院

馬i .1

－3387

中野医院

　　（本町3 )

　酋22－0261

山本病院

　　（連尺1)

　萱21－0359

眠

科

某屋医院

　　鴨田)

　a21－3656

南部医院

　　{羽根)

　酋51－i3334

伊藤医院

　　（亀井し

　萱21－33i:^

岡m医院

　　｜八幡し

　登2i－( 134

小玉

　剛　esi－

ｉ院

旧

279

佐野医院

　|門前り

　a21 －4909

※緊急当直担当時間…休日午前９時丿2時　午後2時～f＼時　岡崎市医師会（e52-1571)

蚕歯科は歯科医師会館（六供町Ｅ本松18の1　六供浄水場西約100m）昔21－0501農芸a回乖詣3認二は^

岡崎まつり協賛

岡崎紅某ま？*)

に
曲
目
、
住
所
、
氏
々
Ｕ
、
年
齢
、
保
護
者
氏
名
、

電
話
番
り
を
書
い
て
、
1
1
月
1
0
日
ま
で
に
、
ト
王

町
２
丁
目
９
、
岡
崎
市
観
光
協
会
容
り
1
6
2
1

7
に
お
巾
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
5
0
名
　
そ
の
他

楽
譜
を
巾
臼
‐
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
1
1
月
1
9
‐
午
前
1
0
時
～
正
午

　
　
－
‐
‐
‐
　
‐
　
ｌ
・
ｉ
ｉ

「
ち
び
’
つ
子
Ｊ
ど
自
慢
大
泉

　
日
時
　
‐
月
1
9
口
正
価
～
午
後
４
時

格
　
中
学
生
以
下
の
子
供
　
申
込
方
法

ハ
ガ
キ

出
場
資

11月｜

　･㎜　　●■-･　一

欠町

日～23日

　､-_2.●-･ -ﾐ

　　東公園

コ
ハ
ッ
ド
ツ
店
几
幽

■
－
　
　
－

　
日
時
　
Ｈ
月
1
2
口
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
巾

大
の
場
合
は
2
3
日
）
　
参
加
者
　
幼
・
保
・
小
・

中
、
児
童
生
徒
と
そ
の
家
族
　
材
料
　
画
用
紙
の

み
支
給
　
作
品
展
示
　
1
2
月
１
日
5
1
0
日
　
レ
オ

だ
ん
だ
ん
画
廊
　
賞
　
市
長
賞
他
約
劉
点

　
一
宝
ぎ
が
し
大
息

　
　
　
　
－
－
ｊ

　
日
時
　
Ｈ
月
・
1
9
ロ
午
前
９
時
Ｉ
正
午
（
雨
天
の

場
合
は
2
3
口
）

「
屡
量
煮


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20

